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１.精神障害者の医療および保護を行い自立のために、社会復帰
および社会的経済活動への支援をします。 
 
2.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指

し、地域に根ざした病院を目指します。 

理 念 

患者さんの権利  
 私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行い 

ます。 

１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

2.個人として人格を尊重される権利 

3.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

4.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選

択する権利 

5.個人情報やプライバシーが守られる権利 

6.セカンドオピニオンを受ける権利 

7.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 
 

患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療 

 歴・アレルギー歴などの情報を提供する必要があります。 
  

2.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り 

 組む必要があります。 

3.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生 

 活上のルールやマナーを遵守する必要があります。 

患者さんの権利と責務について 
適切な精神科医療・保健・福祉を目指し  

次の二つの柱を基礎に据えます 

基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるよう  
に努めます。 
 
２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努
めます。 
 
３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合う
チーム医療を目指します。 
 
４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように
努めます。 
 
５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 
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ーデイケア活動報告ー 
 当院デイケアの浅水芳則さんが平成26年10月に札幌市民
ギャラリーで開催されました「第32回北海道シニア陶芸展」
にて、見事「二部 新人賞」を受賞しました！ 日々の成果
が報われ、本人も喜び驚いておりました。やったことがない
という方もデイケアで陶芸始めてみませんか？ 

集 後 記 … ☃ 編 

   新年あけましておめでとうございます。 

  皆様におかれましてはつつがなく新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

 ここ数年を振り返りますと、障害者自立支援法の下、デイケアは地域での生活の場の形成に貢献する

とともに「就労支援」、「リワーク」など活動の枠組みが増えております。 

 当院のデイケアでも「就労支援」に力を入れており、就労に向けて必要な技能を身につける「仕事ミーティング」・「PCク

ラブ」、認知行動療法を取り入れた「やわらかこころ塾」等のプログラムと就労に関わる公共機関、就労継続支援事業所

など多方面の機関との連携による個別支援を通じ、患者さんが望む目標を達成できるようサポートさせて頂いております。 

 他に精神科デイケアの利用者の高齢化が進む中、合併症をお持ちの患者さんも少なくありません。当院ではアウトリーチ

科、栄養科、医療相談室等と密に連携し包括的なサービスが提供できるよう努めております。 

 今年も一年より質の高いサービスを提供できるよう取り組んで参りたいと思いますので、引き続き皆様方のご指導・ご鞭撻

を頂きますよう、よろしくお願い申し上げます。 

平松記念病院 

デイケア科長 盛 和夫 

 年始には計画的に過ごそう、と毎年

思うのですが、いつの間にか漫然と過

ごしてしまっている事が多いです。    

 今年は上手に一年を過ごせれば、と

思います 
広報委員 白川 
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平松記念病院 広報誌 



  

 昨年秋に「もいわ展」が開催されました。文化祭から名前が変わって二回目の
「もいわ展」でしたが、大盛況の内に幕を下ろす事ができました。 
 即売コーナーは毎年人気のカレンダーを始め売り切れる商品が数多く見られ、喫茶で提供されたロールケーキは
いつもとは違ったもので、患者さんから好評の声が多く聞かれました。（文責：白川） 

 今年度より新たな合同レク「秋の音楽祭」が始まりました。          

今回は外部団体の方にクラシックや懐メロなどのフルートの三重奏を披露して 

頂きました。皆さんで演奏と共に合唱もでき、芸術の秋を存分に楽しみました♪ 

 12月３日、平松記念病院のクリスマス会が行われました。 
 昨年よりゲストを呼び、様々なパフォーマンスで盛り上げて頂いているクリスマス会ですが、
今年は「アロハ北フラスタジオ」の皆さまによる素敵なフラダンスを見せて頂きました。     
 また、ひさびさにスタッフによる出し物も復活し、新人スタッフを含んだ有志のダンス   
メドレーも披露されました。（文責：白川） 

 当院の『訪問看護』をご存知でしょうか？ 
 

私たちアウトリーチ科（訪問看護）は、患者さ

んが家庭や地域で安心して日常生活を送れるよう

定期的にご自宅へ訪問し、病状悪化や再発の防

止、生活の安定向上を目的に生活全般の相談や支

援を行っています。 

具体的には、訪問時の会話の中で生活の様子や

服薬、睡眠等の健康状態の確認のほか、「退院後

の生活が心配」、「引きこもりがちになる」と

いった相談支援を行っています。また、一人では

不安な買い物や役所等の手続きへ同行する事もあ

ります。   

現在130名程の患者さんにご利用いただき、訪問

看護を利用する事で「便利で助かる」や「生活に

メリハリがつく」、「人と話す機会になる」、

「再発防止につながる」などの声も聞かれており

ます。 

 

 アウトリーチ科では、今後も一人一人の生活に

合わせたサポートを実施し活動してまいります。  

 訪問看護の実施にあたっては主治医の指示が必要と

なりますので、訪問看護を利用してみようかな？と 

お考えの方はお気軽にご相談下さい。       

お待ちしております!! 

 なお、訪問看護利用の際の費用は外来診療の一環と

なりますので各種健康保険、自立支援医療制度(精神通

院医療)等が適応となります。    

                 （文責：小林） 

アウトリーチ科のご紹介アウトリーチ科のご紹介  

 平成26年10月25日、第10回市民公開講座を開催いたしました。 

 今回は当院の薬剤師、臨床心理士が講師として、身近なテーマを取
り上げクイズ形式で進めるなど普段の自分自身の生活にあてはめなが
ら楽しく参加することができました。講演後のアンケートにはそれぞ
れとても興味深い内容で、もっと詳しく聴きたかったとの声も聞かれ
ました。 
 今後は市民公開講座で頂いた貴重なご意見・ご感想をもとに、より多くの皆さまに親しみやすく参加しやすい講座開
催を目指していきたいと考えております。開催予定に関しましては、当院ホームページ等でお知らせして参りますので
是非、皆様のご参加お待ちしております。（文責：豊田） 
   

 演題１ 『くすりの基本の「き」』薬剤師 高橋満里 

 演題２ 『ストレスに強くなる～くらしに活かす認知行動療法～』臨床心理士 山田威仁 

アウトリーチ科スタッフの皆さん 
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